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母親の中村由理さんや弟と一緒に、自分が主人公になった絵本を読む章太郎君（左）
子供への「読み聞かせ」が進化している。定番の絵本の人気は健在だが、子供の名前や写真を入れるなどネットで自由にカスタムしたり、プロジェクターを使って映画のようにプロのナレーターが絵本を読んだり――。新型コロナウイルス禍で絵本の需要が増えるなど、読み聞かせの需要は根強い。子供がより楽しんだり、親の負担を減らしたりできる商品が増えている。

「絵本の中で自分が冒険している感覚になっているみたい。子供のお気に入りになった」

東京都在住の中村由理さんの4歳の息子、章太郎君は自分が主人公になったオーダーメード絵本の「BÜKI（ブーキー）」に夢中だ。中村さんは「いつか自分の名前や写真が入った絵本を読み返して、愛情を感じ取ってほしい」と語る。

ブーキーはウェブサイト上で、内容を自由にアレンジして注文できるオーダーメード絵本だ。子供の名前を主人公に設定できるほか、メッセージを自由に入れることができる。複数のストーリーを組み合わせたり、子供の写真を入れたりできる絵本も用意した。

中村さんが章太郎くんの3歳の誕生日に購入したのが、主人公が様々な星を訪れて冒険をするストーリー「ほしのゆめ」だ。主人公が訪れる星は6つの中から選べるが、中村さんは「創造の星」、「勇気の星」、「思いやりの星」を訪れる設定にした。「子供にこう育ってほしいという願いを込めてストーリーを選んだ」という。

ブーキーは2019年設立のSTUDIO BUKI（スタジオブーキー）が20年12月に発売した。現在は3種類にラインアップが広がり、22年内にさらに3種類を追加する計画だ。コズロブふくみ最高経営責任者（CEO）は「子供の時、主人公になって絵本の世界を空想するのが楽しかった。子供の心に響くものがあるのでは」と語る。

同社は顧客がサイト上でカスタムした内容を独自のアルゴリズムに沿って、自動でコンテンツに反映できるシステムを自社で開発した。夫のイゴールCSO（最高戦略責任者）は「自社で開発しているので絵本のラインアップも増やしやすい」と話す。価格は3500円から。贈り物として購入する人も目立つという。

一方、読み聞かせの内容をプロジェクターで壁や天井に投映して楽しめるのは、セガトイズ（東京・品川）が販売する「ドリームスイッチ」シリーズだ。ディズニーや国内外の童話のコンテンツを投映し、プロのナレーターが読むため、部屋を暗くして落ち着いた環境で楽しめる。子供が寝付きやすいよう、絵本を進めるペースやBGMを研究したのが特徴だ。

新潟県在住の樺澤唯華さんは「今まで寝付きが悪かったけれど、ドリームスイッチをつけることで自然と布団で横になって、天井を見上げて15分ほどで寝てしまう」と話す。「ナレーターよりも私の声の方が落ち着くようで、お話を読む際は『字幕あり』『音声なし』を選択し、私が読み聞かせている」という工夫をしている。

もともとは同社の開発者が「絵本を読み聞かせしてもなかなか寝付いてくれずに、親が疲れ切ってしまう」という悩みを解決しようと、17年に第1弾を発売した。現在はストーリーを変えたり英語に対応したものなど3種類を展開する。

担当者は「コロナ禍で寝る前だけでなく、お昼や夕方に使ったり、ベランダに投映してナイトシアターのように遊んだりする使い方も出てきた」と話す。自宅の生活を楽しむツールとして人気を集めて、累計の販売台数は1年間で1.2倍となり、21年4月時点で30万台を突破した。

全国出版協会・出版科学研究所によると、20年の書籍全体の推定販売額は前年に比べて1%減ったが、絵本は6%増えた。担当者は「コロナ禍で読み聞かせを実施していた図書館が休館したほか、不特定多数が触れる絵本を借りることへの抵抗が出てきて、購入が増えた」と分析する。コロナ禍でも読み聞かせの需要が根強く残る中で、商品はデジタルの方面でも進化してきた。

東京ガスとオーディオブック配信を手掛けるオトバンクが開発した読み聞かせアプリ「みいみ」は、月額500円で100冊の絵本をプロのナレーターが読み聞かせる。セリフの一部を子供自身が吹き替えて、子供が熱中できる仕組みにした。さらに、ふき替え部分をロボットや宇宙人などをイメージした声に変換することもできるユニークな機能も付けた。幼児教育に詳しい学習院大学の秋田喜代美教授は読み聞かせについて、「デジタルとアナログのどちらが良いではなく、賢く使い分ける時代になっている」と話す。その上で「読み聞かせを通じて親と子が同じ体験をシェアしたり、子が親からの愛情を感じ取ることは重要。絵本の世界を広げていけるような親子の語らいは欠かせない」と指摘する。

子供が実物に触れて読み聞かせという体験をシェアしやすい紙の絵本と、どこでも読める手軽さや多彩な機能が魅力のデジタルツール。子供の目線に立って使い分けていくことが重要かもしれない。



